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Ａ．研究目的 

当該研究は、戦没者慰霊事業の一環とし

て、戦没者遺骨について DNA 鑑定によっ

て身元の特定を行い、1 柱でも多くのご遺

骨を速やかにご遺族のもとにお返しするこ

とを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

令和 3 年度に実施されたアンケートより

京都大学・福岡大学・大阪医科薬科大学の

DNA 抽出方法のプロトコルの実証実験を

行い、抽出された DNA の回収率及び質の

比較検討。 

（倫理面への配慮）鑑定試料（検体）に

ついては全て匿名化されている。 

 

Ｃ．研究結果 

京都大学・福岡大学・大阪医科薬科大学

の DNA 抽出プロトコルの DNA 抽出の比

較検討を行った結果。福岡大学と大阪医科

薬科大学の DNA 抽出方法は概ね共通する

部分が多かった。一方、京都大学での方法

は他の 2 機関とはプロトコル全体で異なる

点が多いように思われた。各機関それぞれ

の一連の操作の結果、DNA 回収率及び型

判定において福岡大学の方法で成績が最も

良かった。一部、ミトコンドリア解析で夾

雑物によると思われる阻害が見られたが、

全体的には良好であった。 

 

Ｄ．考察 

3 機関の DNA 抽出プロトコルの検証を

行った結果、全体としては福岡大学の方法

が最も DNA の回収率及び型判定の成績が

良いという結果であったが、各機関の方法

を部分的に取り入れることでより最善の

DNA 抽出方法が確立できると推測され

る。 

 

Ｅ．結論 

 3 機関の検証では福岡大学のプロトコル

が最善という結果が得られた。令和 4 年度

では各機関の一連の方法の実証実験を行っ

たが、各機関の良い点等を組み入れるな
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ど、改善点の検証を令和 5 年度に行い、最

善のプロトコルの検証が必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（分担研究報告書には記入せずに、総括 

研究報告書にまとめて記入） 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 該当なし 

 2.  学会発表 

 該当なし 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 該当なし 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 3.その他 

 特になし。 

 

Ｉ．その他 

別紙に実験経過及び結果を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


